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軍事と公議の錯綜した関係から明治六年政変を描き直す。 

征韓派も内治派も、中央政府への権力集中をめざし、その手を「公議」によって縛られることを警戒してい 

た点では「同じ穴のムジナ」だった。両派は、なぜ対朝鮮外交をめぐって激突したのか。当時の国際環境と 

国内情勢の両面から政変の実相を明らかにする。 

 

〈著者紹介〉大島明子（おおしま あきこ）：晃華学園・東京女子大学非常勤講師 

 

～版元から～ 明治六年政変（征韓論政変）は、国内政局から論じられることが多く、その国際環境との関わりに 

ついては殆ど解明されてきませんでしたが、本書はそれを変えていきます。アメリカが新たな東アジア政策を模索 

するなか、明治新政府は戊辰戦争からの帰還将兵の暴発を怖れて外征へと傾斜していきます。左院や地方官が公議論 

に基づく立憲制を要求するなかで、外征の主導を画策する薩土肥勢力と、薩長出身者のうちの「開化」勢力が激突し 

たこの政変を、外交・内政の両面から新たに分析していきます。 
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